
Aブロックの「space」ベスト５です。

いろんな意味があって、攻略法も多彩でした。

あなたなら、どの作品を推しますか。

そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの解説にてどうぞ。













「space」本選Ａブロック作品講評

１　今週の一言   6位   4ポイント

　さらりと羽ばたかせた思い。
　「一生に一度は」と歯を食いしばるような強い前置きを、２
行めでふわりとほどく。その緩急の付け方があざやかでした。
フォントを変えた心づかいも光る今週の表紙です。
　イチオシフレーズ：「宇宙へ飛びたいなぁ」

２　宇宙   12位   0ポイント

　そして、ほんとに宇宙へ。
　果てしない広がりの謎に静かに思いを馳せつつ、すっと「こ
ころ」に着地したカメラワークの切り替えが、とてもさりげな
くて、さわやかな読みごこちです。

３　空いたスペース   6位   4ポイント

　旬の話題から拾って。
　ストライカーは、まさに勝負師。限られた瞬間にどれだけの
凝縮した仕事ができるかで真価が決まる。そんな話題から学食
席取り合戦へと展開して、友人同士の会話の親しみやすさが味
わえました。
　イチオシフレーズ：「学食で」×３　やはりここがツボです
ね。
　惜しいに選んだ班も３つあって、今週の惜しい大賞受賞で
す。

４　宇宙からみても   2位   15ポイント

　あーあ、何もそこで「理系女」にケンカを売らんでも、おニ
イさん。
　とラストだけが読者を敵に回してしまいそうで残念でした
が、振られトークのポップな感じがていねいに演出されてい
て、とてもテンポ良く読めました。理系のリカちゃん、おめで
とう。
　イチオシフレーズ：「えっ・・・ごめん。私、カッコイイ人
じゃないとちょっと・・・」×３　「これだから理系女は困
る」　で、今週のイチオシフレーズ大賞も受賞です。

５　宇宙船地球号   10位   3ポイント

　壮大な広がりを感じさせて、特にラスト１行「僕らは宇宙船



に乗って今日もゆく」と前向きなフレーズが好きでした。
　ただ、せっかくの故障発生のくだりが、うまく全体のトーン
になじまなかった感。

６　うたかた   1位   27ポイント

　遠い遠い秋（な気がする）の思い出のとしょかん（ひらが
な、な気がする）。
　思い出はそっとしておくから美しい。その儚さを少女の面影
にきれいに重ねて、うん、きっといつか再会できるでしょう。
　でもって、いつの日か、赤ずきんちゃんにもすてきな出会い

がありますよーに。首位(何度目でしょう）、おめでと
う!!
　それにしても、ちょうどほどよく、みなさまのハートをくす
ぐったのでしょうかね。圧勝首位になるほどの作品かなあ、と
いう気もするので、報告書に記載された各班の「うたかた」に
ついてのコメントを全披露します。「甘ずっぱい青春」「いい
話である。いいんじゃね」「空白感をとらえてる」「終わりが
いい感じ、余韻が残っている、男の人と女の人の対比がよい」
「うたかただなぁ」「とにかく丁度良い」「うつくしい」
「さわやか」「モニョモニョ感がよし」「読みやすく
て、わかりやすい」「懐かしむ感じがでてて凄くよかった」
「同感」――以上です。

７　８月６日   2位   15ポイント

　運命の爆心地。
　悲劇を真正面からとらえて、特に上段左の「一面真っ白だっ
た」のあとの空白が、みごとに効いています。言葉で「真っ
白」「空白」と繰り返すより、この実際の空白に語らせた事実
の重さのほうが、深く心に残りました。
　よって、さいごの「空白」はないほうが、突然に未来を絶た
れた若人たちの悲劇をより強く感じさせることができたので
は。
　イチオシフレーズ：「空白」「溶けって」（核心場面の誤字
は、ほんとに残念）

８　記憶   6位   4ポイント

　冒頭いきなり「この女」って、愛情が感じられないなあ。→
改善案「横たわるのは」
　ラスト「その場を去った」って、そっけなくて愛情が感じら
れないなあ。→改善案「去る」
　最初と最後は、読者の印象を決定づける、ほんとにだいじな
ポイントなのでご用心。



　で、なかみのほうは、突然にリセットされてしまった思い出
への悲しみがピュアに綴られて、わかりやすいけれど、ありが
ちで、も少し個性が欲しかったか。

９　(無題）僕には大事な彼女が……   11位   1ポイ
ント

　彼女が続きます。いやでも分かれたのだから、冒頭「いた」
では？
　「空っぽの心/詰まった部屋」と、ラスト２行できっちりお
題を、しかも二重の意味で消化したところに作者さんの律儀さ
を感じました。

１０　心のspace   5位   5ポイント

　ちょっとspaceを散りばめすぎてうるさくなってしまった感
があるけれど（それもまた理系的律儀さ？）、今まさに感じて
いることを誠実に語ったところが好印象。
　燃焼しきった受験のあとで、また少しずつ何かを探し始めた
気分が、すっと伝わってきます。

１１　ずっとそのままで   4位   8ポイント

　百葉箱。なつかしい言葉の響き。
　ボールとともにパンして見せたさいごのカメラワークが秀逸
で、ひそかにイチオシの作品でした。
　イチオシフレーズ：「ずっとそのままで」

１２　空白の７年間   6位   4ポイント

　病院の白い空間は、これから二人でしあわせ色に染めてゆく
ためのはじまりの空間。
　ちょっと抽象的なところが難ですが、その白いはじまり気分
がういういしい今週の読み納めでした。


